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❶ テーマ

持続可能な相談支援体制の構築

❷ 地域の現状と課題

【現状】
・新しくなった基幹相談支援センターや地域包括支援センターの障害担当の相談員、計画を作成する相談支援専門員と
の役割が今一つあいまいで整理ができていない
・障害福祉サービスの支給決定が増加している中、相談支援専門員の人数が不足し、サービスの利用までに時間を要する
状況が起きている
・相談支援専門員の力量に差があり、１人で１００人以上担当している相談支援専門員や５０人に満たない相談支
援専門員もいたりで定量化の目安を示すことができていない
・昨今の自然災害の中、地域に住む障害児者の避難について、地域との連携があいまいで不明瞭

【課題】
・各相談支援の役割の整理と分担の明確化
・相談支援専門員が不足している中での、利用ニーズにこたえる体制の検討
・相談支援専門員のバーンアウト防止と相談支援の進め方の見直し
・福祉避難所を始めとした災害時の障害児者の避難体制
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❸ 検討内容（必要な取組の方向性）
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（１）各相談支援の役割の明確化
・基幹相談支援センター、地域包括支援センター（障害者相談支援事業）、相談支援事業の役割の整理
→ わかりやすいイメージ図を作成（別添）

（２）計画相談支援の提供体制の検討
・各サービスの人員不足から、相談支援専門員の増員が簡単にいかないことを想定
→ 各法人への具体的な数字を持っての働きかけの実施、セルフプランの導入についての検討

（３）災害時の支援体制の構築
・福祉避難所の現状についての確認、災害時の情報収集、強度行動障害の方の避難等の検討
→ 「新潟県防災ナビ」の普及啓発
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❹ 来年度の取組方針

月 日 内 容

７月２日（火） ・今年度のテーマと検討の方向確認

８月20日（火） ・部会構成員を３つのグループに分けて検討

11月28日（木） ・グループでの検討を継続し、終了後に今年度の取り組みをまとめる

❺ その他（開催経過）
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・次年度もテーマは継続
・計画相談支援の提供体制の検討、災害時の避難については検討を継続



上越市の障害児者の相談体制（案）

基幹相談センター
（福祉課・すこやかな暮らし支援室）
主たる業務：人材育成、体制整備

地域包括支援センター
（委託相談）

主たる業務：インテーク
サービスにつながらない支援
伴走支援

相談支援事業所
（地域相談支援・計画相談支援・

障害児相談支援）
主たる業務：障害福祉サービスの利用調整

伴走支援

※重なっている部分の役割分担はケースとの関係性によって変化
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